






































(1) 理念の確認 (2) 組織の確立
(3) 現状分析 (4) 目的・目標の設定
(5) 方法・手段の設定 (6) 財政の確立
(7) 担当者の採用・研修
(8) 施設設備・教材・広報手段の提供











































































































































お わ り に
講演の主張（再掲）
情報リテラシー教育は「楽しい」
 「楽しく」進めることが大事
 「使えるものは使う」姿勢を
さらに考えたいこと
情報リテラシー教育の成果を
発揮できる図書館
情報リテラシー教育の不要な図書館!?
 ノウハウ・教材などの「共有」
大学・社会における図書館の
アイデンティティと図書館員の専門性
ありがとうございました
ご意見、ご質問、ご批判を
いつでもお待ちしています
（後日の場合はメールやファクスで）
